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【禁忌・禁止】 

・ 再使用禁止 

・ 本品を感染した部位には使用しないこと。 

［感染を増悪させる恐れがあるため。］ 

 

【形状・構造及び原理等】 

本品は薄い透明ポリウレタンフィルムの片面にアクリル系粘着剤

を塗布した、滅菌済みカテーテル被覆・保護材である。 

 

＜構造図（代表例）＞ 

 

ドレッシングテープ（2枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテーテル固定具 補助テープ 結束バンド（2本） 

 

 

 

＜規格＞ 

製品番号 
ドレッシング 
テープサイズ 

L字管内径 
対応するカテー
テルサイズ 

CFM045 

80㎜×80㎜ 

φ4.5㎜ 
φ3.5㎜

（10Fr） 

CFM060 φ6.0㎜ 
φ5.0㎜ 

（15Fr） 

 

＜材質＞ 

ドレッシングテープ…ポリウレタン 

（粘着部）アクリル系粘着剤 

カテーテル固定具…シリコーンゴム 

 

【使用目的又は効果】 

主にカテーテルを体内に留置する際、刺入部位に貼付し固定に用

いる。 

 

【使用方法等】 

 

1）カテーテルにカテーテル固定具を上から通し、底部を体表に

密着させる。 

2）カテーテル固定具を縫合糸で縫い付ける場合は縫合穴に通す。 

3）ドレッシングテープの切り込み側の剥離紙をはがす。 

4）ドレッシングテープをカテーテル固定具のＬ字管を挟み込む

ように貼付する。 

 

 

 

5）残りの剥離紙をはがして密着させる。 

6）保護フィルムを切り取り線からはがす。 

7）もう 1枚も反対方向から 3）～6）の方法で貼付する。 

8）補助テープをＬ字管のスリットを覆うように貼付する。 

9）結束バンドでＬ字管の出口と根本を巻き、カテーテルを固定

する。 

 

【使用上の注意】 

 

〈重要な基本的注意〉 

1）貼付前に、貼付箇所を清潔にし、乾いた状態にすること。 

2）本品を引っ張って伸ばした状態で貼付しないこと。［皮膚障

害やはがれの原因となる。］ 

3）本品使用中に貼付部位に感染又は皮膚障害（発赤、発疹、痒

み、水疱、腫れ、表皮の剥離など）が現れた場合には、直ち

に使用を中止し、適切な治療を行うこと。 

4）使用中はカテーテルの固定性やテープのはがれ等について十

分観察し、必要に応じて本品を交換すること。 

5）シャワー浴等ドレッシングテープやカテーテル穿刺部周囲が

濡れた場合は固定性、密着性が保たれているかどうかを確認

すること。 

6）使用後は、皮膚を傷めないようにゆっくりとはがすこと。 

7）包装に汚れや破損、水濡れがあるものは使用しないこと。 

8）本品は再滅菌しないこと。 

9）カテーテルの固定が困難な場合には、使用を中止すること。 

10）結束バンドを締めすぎると、カテーテル内腔の狭小化やキ

ンクにより、ドレナージが不可能となる場合があるので注

意すること。 

11）結束バンドは一度締めると緩めることができないので注意

すること。取り外すときはロック部をハサミ等でカットす

ること。 

 

 

【保管方法及び有効期間等】 
〈保管方法〉 

水濡れに注意し、高温多湿や直射日光を避けて室温で保管する

こと。 

 

〈有効期間〉 

本品の個別包装に記載されている。［自己認証（当社データ）に
よる。］ 
 

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】 

 

製造販売業者  

オーベクス株式会社 

東京都墨田区両国 4-31-11 ヒューリック両国ビル 

TEL: 03-6701-3035 
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医療用品 04  整形用品 

一般医療機器 カテーテル被覆・保護材（70444000） 

カテフィックス TMＭＡ 
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